（別紙様式）令和６年度　福島県特別支援教育センター　専門研修講座№10　協議資料
自立活動の指導の充実に向けて

	学校名
	
	記入者氏名
	

	講義２・演習「一人一人の実態に応じた指導をするための工夫」

	◆一人一人の実態に応じた指導をするために、課題だと感じていること、そのために工夫していることを簡潔に記入してください。（例：実態把握、指導体制、教員間の連携、教科との関連 等）

○課題だと感じていること
○工夫していること


	協議「自立活動の指導の工夫と評価」

	◆実践発表の動画に関して、箇条書き等で簡潔に記入してください。

○授業に関する基本情報（当てはまるものに○をつけてください。）
（　自立活動の時間の指導　・　各教科等を合わせた指導　・　その他　）
（　個別学習　・　集団学習　）

　（　週1時間程度　・　週２～３時間程度　・週４～５時間程度　・　その他　）
○授業のねらい（授業で目指す児童生徒の姿）
○指導方法の工夫（使用した教材・教具や教師の働きかけ等の工夫点等）
○授業の評価（児童生徒の様子や指導方法に関する反省等）



※　必要事項を記入の上、９月１７日（火）午後５時までに提出する
